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平
成
25
年
度
の

町
の
予
算
が
決
ま
り
ま
し
た

　
国
政
で
は
、
政
権
が
交
代
し
、

政
府
の
「
日
本
経
済
再
生
に
向
け

た
緊
急
経
済
対
策
」
に
よ
り
景
気

回
復
へ
の
期
待
は
高
ま
る
も
の

の
、
依
然
と
し
て
厳
し
い
財
政
状

況
は
続
い
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
下
で
の
予
算

編
成
で
あ
り
、
歳
入
面
で
増
収
は

期
待
で
き
な
い
状
況
の
中
、
歳
出

面
に
お
け
る
経
常
経
費
の
削
減
を

徹
底
し
な
が
ら
、
町
民
の
付
託
に

応
え
る
た
め
、
地
域
経
済
、
地
域

振
興
の
観
点
か
ら
投
資
的
経
費
の

確
保
に
配
慮
し
て
予
算
を
編
成
し

ま
し
た
。

　
将
来
へ
の
負
担
軽
減
の
た
め

に
、
町
債
発
行
額
を
最
低
限
に
抑

制
し
な
が
ら
も
、
町
民
誰
も
が
安

全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
、

福
祉
、
教
育
、
生
活
環
境
を
充
実

さ
せ
、
環
境
保
全
や
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
導
入
を
推
進
す
る
と
と

も
に
、
中
之
条
町
の
将
来
の
可
能

性
を
見
据
え
た
中
で
、
観
光
や
産

業
振
興
に
重
点
配
分
す
る
な
ど
、

積
極
的
な
予
算
と
な
っ
て
い
ま

す
。

歳
入

地方交付税
33億7,000万円
（39.5％）

地方交付税
33億7,000万円
（39.5％）

町税
21億3,931万円
（25.0％）

町税
21億3,931万円
（25.0％）

町債
6億2,780万円
（7.3％）

町債
6億2,780万円
（7.3％）

県支出金
5億7,695万円
（6.8％）

県支出金
5億7,695万円
（6.8％）

国庫支出金
5億1,413万円
（6.0％）

国庫支出金
5億1,413万円
（6.0％）

諸収入
3億4,521万円
（4.0％）

諸収入
3億4,521万円
（4.0％）

繰入金
2億7,269万円
（3.2％）

繰入金
2億7,269万円
（3.2％）

使用料・手数料
1億7,625万円
（2.1％）

使用料・手数料
1億7,625万円
（2.1％）

繰越金
1億3,000万円
（1.5％）

繰越金
1億3,000万円
（1.5％）

その他交付金等
3億8,766万円
（4.6％）

その他交付金等
3億8,766万円
（4.6％）

平成25年度一般会計予算額は

一般会計　予算の内訳

85億4千万円
　平成25年度の当初予算が3月定例町議会で可決されました。
　厳しい財政状況の中ではありますが、一般、特別、企業会計を合わせて152億7千
113万円の予算を確保。一般会計は、85億4千万円で前年度より2億2千300万円の
増額。特別会計の総額は、59億6千540万円で1億8千457万円の増額。企業会計の
総額は、7億6千573万円で2千516万円の増額となっています。
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歳
出

民生費
18億865万円
（21.2％）

民生費
18億865万円
（21.2％）

教育費
16億5,768万円
（19.4％）

教育費
16億5,768万円
（19.4％）

総務費
11億6,986万円
（13.7％）

総務費
11億6,986万円
（13.7％）

公債費
9億7,907万円
（11.5％）

公債費
9億7,907万円
（11.5％）

衛生費
7億1,174万円
（8.3％）

衛生費
7億1,174万円
（8.3％）

農林水産業費
6億3,332万円
（7.4％）

農林水産業費
6億3,332万円
（7.4％）

土木費
5億6,866万円
（6.7％）

土木費
5億6,866万円
（6.7％）

商工費
4億305万円
（4.7％）

商工費
4億305万円
（4.7％） 消防費

3億5,128万円
（4.1％）

消防費
3億5,128万円
（4.1％） 議会費

1億2,329万円
（1.4％）

議会費
1億2,329万円
（1.4％）

その他
1億3,340万円
（1.6％）

その他
1億3,340万円
（1.6％）

一般会計　歳出の性質別内訳

人件費　18億7,494万円（21.9％）
給与・報酬・手当など（対前年0.9％減）

普通建設事業費　9 億675 万円（10.6％）
工事にかかる費用など（対前年2.4％増）

補助費　14億2,347万円（16.7％）
団体への補助金など（対前年0.5％増）

公債費　9億7,907万円（11.5％）
借り入れに対する元利返済金（対前年2.4％減）

繰出金　7億9,259万円（9.3％）
特別会計への援助的資金（対前年0.3％減）

物件費　17億2,150万円（20.2％）
行政運営にかかる経費（対前年2.5％増）

扶助費　7億1,720万円（8.4％）
障害者等の生活を援助する経費（対前年1.1％減）

その他　1億2,448万円（1.4％）
積立金・維持補修費・貸付金など（対前年0.7％減）

〈特別会計・事業会計予算額〉

会　計　名

合　　　計

25年度
（万円）

24年度
（万円）

伸率
（％）

240,800
22,800
159,440
7,600
52,200
5,500
68,200
31,400
8,600

596,540
13,760
11,008
34,255
17,550
76,573
673,113

232,800
23,500
155,883
6,400
51,300
4,400
73,400
30,400
ー　　

578,083
11,853
11,728
33,833
16,643
74,057
652,140

3.4
▲ 3.0
2.3
18.8
1.8
25.0
▲ 7.1
3.3
皆増
3.2
16.1
▲ 6.1
1.2
5.4
3.4
3.2

国民健康保険
後期高齢者医療
介 護 保 険
四万へき地診療所
介護老人保健施設ゆうあい荘
簡 易 水 道
下　 水 　道
農業集落排水
太 陽 光 発 電
小　　　　計
国 民 宿 舎
自動車教習所
上   水   道
簡 易 水 道
小　　　　計

特
　
別
　
会
　
計

企
業
会
計

３０億 ６０億 ９０億

〈一般会計 当初予算の推移〉

Ｈ２5年度

Ｈ２４年度

Ｈ２３年度

Ｈ２２年度

H２１年度

Ｈ２０年度 ６６億６,５００万円

６５億３,０００万円

８３億３,８００万円

８３億１,７００万円

８5億4,0００万円

８４億円
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新
規
・
拡
充
事
業

町
の
財
布
の
中
身
は
？

〜
4
つ
の
視
点
か
ら
見
る
予
算
の
特
徴
〜

防犯灯のＬＥＤ灯への交換 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
町内4か所に防犯カメラを設置 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
役場窓口でパスポートの申請・交付開始 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
電気自動車急速充電器を2か所設置 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
防火水槽設置費補助金を充実 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
町道改良事業を拡充 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
再生可能エネルギー導入促進 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
橋梁長寿命化修繕工事 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

1,735 万円
101 万円
98 万円
735 万円
600 万円
3,893 万円
4,828 万円
4,225 万円

　
予
算
総
額
の
中
で
は
、
民
生
費
や
教
育
費
な
ど
、
町
民
生
活
の

基
盤
と
な
る
経
費
が
多
く
を
占
め
ま
す
。
そ
れ
ら
経
常
的
な
経
費

を
十
分
確
保
し
な
が
ら
も
、
可
能
な
限
り
新
し
い
試
み
を
組
み
込

ん
だ
の
が
、
平
成
25
年
度
の
予
算
の
特
徴
で
す
。

　
こ
の
ペ
ー
ジ
で
は
、
新
規
・
拡
充
事
業
を
4
つ
の
視
点
か
ら
紹

介
す
る
こ
と
で
、
今
後
一
年
間
、
町
が
ど
の
よ
う
な
施
策
を
重
視

し
て
、
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
む
の
か
を
お
伝
え
し
ま
す
。

1 生活環境の整備

3月15日開通した町道横尾青山線 パスポート申請は10月から

社会福祉協議会への活動支援 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
障害者自立支援のためのサービス拡充 ・・・・・・・・・・・・・
チャイルドシート購入費補助を新設 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
おたふくかぜ・水ぼうそう ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
予防接種費用助成追加

3,181 万円
2 億5,119 万円

100 万円
60 万円

2 福祉と健康の推進

「子育て支援事業」は12ページから特集しています
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中之条小学校の校舎改築事業の開始 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
保育所・幼稚園の保育体制の強化（3歳児保育補助員強化など）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
赤岩重伝建地区での修理修景事業補助金とお蚕さんの里整備 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
六合給食センターの民間への業務委託 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
まちなか5時間リレーマラソン（12 月1日開催）へ補助 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

5 億738 万円
799 万円
7,387 万円
1,110 万円
580 万円

3 教育の振興

景観整備により更なる活性化が期待される赤岩地区 建て替えが予定されている中小北校舎

皆に愛される町のキャラクター募集 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
4回目となる中之条ビエンナーレ2013開催へ補助（9 月13 日～ 10 月14 日）・・・・・
町内のおいしいお米コンクールの開催 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
町観光協会への助成（運営費と町観光資源の宣伝費）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
積極的な観光情報等の発信事業 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
チャツボミゴケ公園遊歩道整備 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
町の魅力再発見( 花百景、風景百景、巨木の募集）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
旧薬王園を中之条町農業公園として再生させ集客の核に ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

67 万円
2,519 万円
130 万円
2,309 万円
1,725 万円
5,266 万円
1,426 万円
2,229 万円

4 産業の振興

新しい活用が期待される旧薬王園敷地人々が集い賑わうビエンナーレ
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ュースと だいニュースとわだい

149人が巣立つ
中学校卒業式

　3月13日、管内各中学校で卒業式が
行われました。
　卒業生は3校あわせて149名。入場の
ときから涙ぐむ生徒の姿もありました
が、卒業証書授与では、緊張の面持ち
の中で、生徒たちの真剣なまなざしが
印象的でした。
　卒業式のハイライトは、卒業生によ
る合唱でしょう。歌のしらべに誘われ
て感極まりながらも、3年間をともにし
た同窓生が力を合わせる最後の機会だ
からでしょうか、この瞬間をいつくし
むように懸命に歌い続ける生徒たちの
姿は、在校生、先生方、保護者の皆さ
んの心に響いたようでした。

中之条中学校　卒業生は108名

西中学校　卒業生は27名

六合中学校　卒業生は14名
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待ちに待った遅い春が、ようやくやって来ました
　国道405号（野反湖）　4月26日（金）10時開通
　国道292号（志賀草津）4月25日（木）10時開通

暮坂高原「花楽の里」が
4月1日から営業再開

　春から秋にかけて200種を超える草花が咲く暮坂高原「花
楽の里」が、冬期閉鎖を解除して、皆さんをお迎えします。
　食事処では花豆舞茸カレーがおすすめ。直売コーナーは特
産農産物とともにドライフラワーが充実しています。
　体験コースとして、フラワーアレンジメントやキーホルダ
ーづくりなども楽しめます。また今年はビエンナーレの会場
にもなる予定です。
問い合わせ　暮坂高原「花楽の里」　☎80・7123

　4月25日と26日に相次いで国道の冬季閉鎖が解除
されます。開通セレモニーも予定されていますので、
ぜひ訪れてみてください。

左の写真は、野反湖へ向かう国道
405号。昨年の春に撮影されたもの
で、雪の壁が見られます。開通した
ての野反湖は、例年どおりだとまだ
まだ雪と氷に覆われているはずで
す。湖面から吹き寄せるひんやりし
た空気を感じながら、春の日差しを
浴びるのも一興でしょう。

右の写真は、国道292号です。この写
真は夏ごろの撮影なので、現在はまだ
雪に覆われているはずです。草津側か
ら志賀高原方面へ向かう方向で撮影し
ていますが、中央に見える小屋から先
に続く国道部分は中之条町（大字入
山）です。この先2kmほど行った一
番高い地点が日本国道最高地点で、そ
こから芳ヶ平湿原が望めます。
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ュースと だいニュースとわだい

白久保のお茶講

　毎年2月24日に、白久保天満宮の宵祭りとして開催される「お茶
講」。チンピ（みかんの皮を干したもの）・渋茶（煎茶）・甘茶を煎り
粉にして四種類の混合茶を作り、それを飲み当てるものです。14世紀の
中頃に行われた「闘茶」（茶会の一種で「茶勝負」ともいい、茶の香り
や味を当てるゲーム）と深い関わりがあるといわれており、全国的に見
ても大変珍しいもので、国の重要無形民俗文化財になっています。
　今年は、全問正解者の「ハナカツギ」はいませんでしたが、全問不正
解の「サカサッパナ」が2名出ました。どちらかが出る年は、豊作にな
ると言われています。

　2月24日に文化会館で第3回雅楽の祭
典および中之条大学第6回公開講座『乃
木神社の乃木雅楽会公演』が開催され、
約660名が伝統芸能の中でも最も古く成
立したといわれる雅楽を楽しみました。
　当日は、楽器のみで行なう合奏の「管
弦」と、舞を主とする「舞楽」が披露さ
れました。また、初心者にも分かり易い
楽器の説明や、町郷土芸能保存会の雅楽
奏者の皆さんとの貴重な共演も行われま
した。
　来場者は、管弦の素晴らしい合奏と格
調高い舞楽を十分堪能していました。

　町道太子湯久保線の太子不動尊付近は、狭
隘、急峻な地形であるため、県の過疎代行事業
として工事を進めてきましたが、この度、改良
工事が完成し、3月15日に竣工式が行われまし
た。
　本事業の完了により、六合地区幹線道路の安
全性が高まりました。　　

（右写真）
湯気を立てながらお茶を
湯呑に注ぐ

（左写真）
4種類の茶名とその調合の
分量が書かれた表

乃木神社の乃木雅楽会公演

町道太子湯久保線竣工式
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施設評価検討委員会から
町長へ答申

　昨年11月2日に、諮問機関として「施設評価検討委員
会」が組織されました。
　町有施設全般にわたり、必要性、公共性、有効性、効
率性などの観点から施設を評価するのが目的です。委員
の皆さんには、資源の有効活用を図るため、今後の施設
の運営方法や事業展開の方向性について検討いただき、
3月6日に評価結果の報告書が町長へ手渡されました。

町教育委員会が文部科学大臣表彰

　町教育委員会が、平成24年度キャリア教育優良教育委員会文部科学大臣表彰を受賞しました。
　キャリア教育とは、自分の人生や職業について、考える力を伸ばすための教育です。町教育委員会では、その実現の
ため、中学校2年生を対象に「職場体験学習」を実施し、今年度は、町内を中心に63もの事業所に生徒を受け入れてい
ただきました。また、中学校における「職業人の話を聞く会」や「マナー研修」、地域の良さを伝える「ふるさと講演
会」の開催にあたって、学校お助け隊の皆さんや外部講師として地域の皆さんから多大な協力をいただきました。
　今回の受賞は、地域と連携したこれら一連の取り組みが評価されたものです。皆さん、ご協力ありがとうございました。
　問い合わせ
　教育委員会こども未来課　学校教育係　☎75・8824（直通）

【職場体験学習の様子】

書店での書籍の陳列作業
（西中学校）

文部科学大臣からの表彰状

自動車整備工場での洗車作業
（中之条中学校）

工務店でのかんな掛作業
（六合中学校）

施設評価検討委員会委員として委嘱し、ご尽力いただいたのは次の方々です。(敬称略）
　委員長　石井　敬浩（中之条町）　副委員長　町田庄一郎（山田）　　　委員　池原　　透（西中之条）　
　委　員　黒岩　春夫（入山）　　　委　　員　篠原　紀子（西中之条）　委員　原沢今朝司（蟻川）
【評価結果に対する町の対応】
　　町では、評価結果をできるかぎり尊重し、審議中の意見も考慮しながら検討します。関係機関との調整・協議に
　時間を要する施設もありますが、可能な限り速やかに対応します。
　　なお、答申の詳細は、広報なかのじょう5月号にてお知らせする予定です。
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　2月17日に総合体育館で開催された大会の結果をお知らせします。（敬称略）

第51回中之条町民卓球大会

ュースと だいニュースとわだい

《小学生男子の部》
優   勝　土谷朝陽（中小）
準優勝　水出岳斗（中小）
第3位　中林力也（中小）

《高学年の部》
　優　勝　油井英理
　準優勝　山本昂弥
　第3位　中山息吹

《一 般 の 部》
　優　勝　山本奈美
　準優勝　田中久子
　第3位　中山真紀子

《低学年の部》
　優　勝　山田柚葵
　準優勝　山本康介

《中学年の部》
　優　勝　篠原果林
　準優勝　山口達也
　第3位　黒岩登夢

《小学生女子の部》
優　勝　中村留奈（中小）
準優勝　堤　静空（中小）
第3位　水島未怜（中小）
第3位　吉野絢音（中小）

《一般男子の部》
優　勝　割田直貴
準優勝　山田行徳
第3位　佐藤洋行

《ラージボール　ダブルスの部》
優　勝　山田行徳・森　和幸
準優勝　割田直貴・関　雄一
第3位　佐藤　明・関　裕太
第3位　佐藤洋行・山田恭仁

第4回六合かるた大会

　2月24日に六合支所大会議室で、郷土の歴史や文化、
産業を学び、“ふるさと六合”の魅力を再発見するために
開催されたこの大会。結果をお知らせします。（敬称略）
　なお、参加者は25名でした。

《低学年の部》
　優　勝　スター
　　　　　三村世奈・山本菜月・一場葉凪
　準優勝　ブラック
　　　　　飯塚怜音・剱持誠寿・剱持光俊
　第3位　レインボースター
　　　　　及川愛梨・田村　塁・田村綾里
《高学年の部》
　優　勝　フレンチーズ
　　　　　飯塚愛菜・浦　侑穂・隅野梨紗
　準優勝　ハピネス
　　　　　本多涼夏・関　佳穂・町田えり
　第3位　伊参小Ａ
　　　　　田村あゆみ・本多凱人・須藤敦也

第15回中之条かるた大会

　2月23日にツインプラザで開催された恒例となったか
るた大会。結果をお知らせします。（敬称略）
　なお、参加者は29組（87名）でした。
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町民スキー教室　級別・ジュニアテスト合格者

第18回
吾妻郡ミニバスケットボール大会

4月号から「広報なかのじょう」が
ホームページでも読めるようになります

　3月10日（日）中之条小学校体育館をメインに、吾妻郡内から男子
10チーム、女子7チームが参加し熱戦が繰り広げられました。

　「広報なかのじょう」は現在7,000部を印刷し、皆さんのご家庭に区長さんを
通してお届けしています。今までは紙の印刷のみでしたが、4月号からより多くの
方に読んでいただけるように、町のホームページに掲載します。
問い合わせ　
　役場企画政策課　広報係　☎75・8846（直通）

【男子の部】
優　勝　東小学校
準優勝　中小ボーイズ
第3位　名久田小学校
第3位　応桑小学校

【女子の部】
優　勝　中小ガールズ
準優勝　沢田小学校
第3位　東小学校
第3位　北軽井沢小学校

中之条スキークラブ（会場　パルコール嬬恋スキー場）
【級別テスト】
　4級　桜井真理　森田一輝　関まひる
　5級　川越良哉
【ジュニアテスト】
　1級　加辺　葵
　2級　保科知里　山田龍之介
　3級　田中衣蕗　福島礼樹　齋木奏音　齋木七音
　4級　割田涼介　唐沢孝拓　田中美琴　山口　彬
　5級　山田優衣

六合スキークラブ（会場　草津国際スキー場）
【級別テスト】
　3級　黒岩竜也　篠原果林　山口槙之介　
　　　　冨沢　花　及川愛梨
　4級　霞　佑哉　黒岩登夢　田村尊仁　
　　　　黒岩礼生　金子秀哉　柳田和稀
　5級　山本和哉
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きめ細かいメニューと充実した中身でサポートします！

町の子育て支援事業
を紹介します

なかのじょうまちのこそだて
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・
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中
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そ
の
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ニ
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と
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ん
。
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成
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は
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皆
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、
4
つ
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。

　
ま
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。
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な
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。
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健康・医療
事　業　名 事　業　内　容 問い合わせ

両親学級

福祉医療

乳児訪問

乳幼児健診・相談

幼児フッ素塗布

定期の予防接種

インフルエンザ
予防接種補助

おたふく・水ぼう
そう予防接種補助

　初妊婦及び希望する経産婦とその夫を対象に、妊娠中の生活や食事、赤ちゃ
んのお風呂・お産までの流れなどについて学習します。

　生まれた日から中学校卒業までを対象に、医療費自己負担分を公費で負担し
ます。
・ピンクの受給資格者証が交付され、医療機関の窓口での支払いがなくなりま
　す。（保険が効かないものを除く。）
・県外で受診した場合は、一旦医療機関の窓口で医療費を支払い、領収書を持
　参の上、役場窓口で申請することによって、医療費を返還します。

　出生後3か月までの間に保健師・助産師（生後1か月までの希望者）が訪問し
ます。

　4か月児健診・6か月児相談・9～10か月児健診・12～13か月児相談・1歳6
か月児健診・2歳児歯科健診・2歳6か月児フッ素塗布・3歳児健診を行ないます。
　1歳6か月児健診から6か月ごとにフッ素塗布を希望者に行ないます。
　地区のすこやか健康委員さんが、通知をお届けします。

　幼稚園・保育所の歯科健診にあわせ希望者にフッ素塗布を行ないます。
（3～5歳児）

　麻しん・風しん予防接種1期・子宮頸がん予防接種以外は、保健センターまた
は、管内小中学校で集団接種を行ないます。
対象者には、通知します。

　中学3年生・高校3年生年齢相当の人を対象に費用の一部補助を行ないます。
申請は保健センターで行ないます。

　満2歳～満4歳未満の希望者に費用の一部補助を行います。希望者は保健セン
ターに申請してください。

中之条町
保健センター

こども未来課

中之条町
保健センター

六合支所

　出産された母親へお祝い品をお渡しします。

　出産を奨励し定住化の促進を図るため、2子以上
を養育し、第3子以上を出産した世帯に支給します。
（出生届提出の際に、対象者に申請の案内をします。）
　支給額　第3子　15万円　4子以上　20万円

　町に住所のある妊婦で、郡外医療機関で出産する
際に、出産予定医療機関の近隣の宿泊施設等に宿泊
して待機する際、宿泊費の一部を補助します。

　乳児のチャイルドシート購入費用の一部補助を行
います。希望者は保健センターに申請してください。

事　業　名 事　業　内　容 問い合わせ
出産祝品

乳幼児検診で検温中

出産奨励手当金

安心出産サポート
事業

チャイルドシート
購入補助事業

こども未来課

中之条町
保健センター

六合支所

なかの
じょうまち

のこそだて

手当・助成
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子育て応援
事　業　名 事　業　内　容 問い合わせ

一時預かり

地域子育て
支援センター

延長預かり保育

放課後こども教室

学童保育

ブックスタート

ぷちくらぶ

すくすく広場

うぐいす学級

ゆびきり
（世代間交流施設）

伊参交流館

家庭教育学級

家庭教育カウンセ
リング基礎講座

　一時的に保育が困難となった時に、保育所等で受入れを行い子育て支援を行う
事業。利用料金は施設・年齢等により異なります。
実施施設　伊勢町保育所・六合こども園

伊勢町保育所
☎75・3929
六合こども園
☎80・7221

保育所入所式

なかのじょうまちのこそだて

　子育て家庭からの育児不安等の相談や、子育てサークル等の活動支援、保育資
源の情報提供などの総合的な子育て支援を、センター所属の保育士が行います。
実施施設　中之条保育所

中之条保育所
☎75・4603

　家庭内保育が困難な幼稚園通園児に対して、平日の保育時間を延長すると共に、
長期休業中も園児の保育を行う事業です。（施設により預かり時間・利用料金が
異なります。）
実施施設　中之条幼稚園・沢田幼稚園

中之条幼稚園
☎75・2428

　放課後等に小学校の余裕教室等を利用して、地域の方々に指導者やボランティ
アとして協力していただき、子どもたちが様々な体験活動や地域住民との交流活
動を実施します。
実施施設　中之条小学校こども教室・六合小学校こども教室

こども未来課

　勤務などの都合で昼間保護者のいない児童を対象に、放課後児童の健全育成と
安全確保のために、民間に委託して行なう学童保育所事業です。
　利用料金　各保育所に問い合わせ下さい。
　施設名　学童保育所ろばの子クラブ、ひまわり学童保育所

ろばの子クラブ
☎75・1245
ひまわり
☎75・3911

　赤ちゃんと保護者が、絵本を介して心ふれあうひと時をもてるよう、乳児訪問
の際に絵本をプレゼントします。

中之条町
保健センター
六合支所

　乳児（2か月～12か月）とその親を対象に、ふれあいと情報交換の場を提供し
ます。

中之条町
保健センター

　1歳から就学前までの親子を対象に、集団遊びなどを行います。（月1回） 六合支所

　2歳児とその親を対象に、リトミックや講話等を通して親同士の交流を深め、
情報交換の場を提供します。
申し込みは、8月の公民館だよりで案内します。

こども未来課

　幼稚園やこども園への通園児童の父母を対象に、講話や季節の行事、参加者同
士の交流を通して、安心して子育てができるように研修などを実施します。

各幼稚園および
六合こども園

　家庭教育やカウンセリング等に関する基礎的な技術や倫理について学ぶ事業。
申し込みは、5月の公民館だより・チラシ等で案内します。 こども未来課

　子育て中の保護者の交流の場、また、高齢者と児童・保護者など世代を超えた
交流の場を提供する事業。（利用無料）

旧伊参幼稚園を交流の場等として開放します。（要予約。利用無料）
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事　業　名 事　業　内　容 問い合わせ

子育て支援
サークル

入学祝品

保育料の
減免・補助

子育てサロン
事業運営費補助

　町内の子どもを持つ親で作る自主運営サークル。親子の交流や情報交換等を行
います。
　また、子育て支援団体が親子が交流できる企画やイベントを実施するなど、親
子のつながりの場を提供します。
　町から児童1人につき2,000円、子育て支援団体については運営費の半額（上限
70,000円）を補助します。

　小・中学校入学の際にお祝いの品を、学校を通じて贈ります。

　児童が3人目以降の場合の保育所・幼稚園使用料や給食費を無料とします。また、
幼稚園に通うひとり親世帯で、低所得者に対し保育料・給食費の補助を行います。
（入所決定後、対象者に案内します。）

　児童とその保護者が交流し、仲間づくりを行う場の提供を地域や団体が実施
する事業。
　運営費の半額（上限2万円）を補助します。

地域子育て支援
センター
（中之条保育所内）
☎75・4603

こども未来課

　こども未来課に経験豊富な相談員を配置し、こど
もに関する全般的な相談に応えます。
（基本　月・水・金曜日）

　年齢・情報に応じた6種類の子育て情報リーフレッ
トを、公共施設や小児科医院、スーパー等に設置し
た情報ポケットで、必要な時に必要な情報が得られ
るよう配布しています。

　保健師・栄養士が相談を受けます。体重測定を希
望する人は、事前に連絡してください。
（毎週木曜日　13時～16時）

事　業　名 事　業　内　容 問い合わせ

　子育ての不安や悩みについて心理士の相談を行い
ます。1歳6か月児健診・3歳児健診にあわせて実施
します。（予約制）

　ことばの遅れや発音などの相談を言語療法士が行
います。2歳児歯科健診にあわせて実施します。
（予約制）

問い合わせ　こども未来課　　　　　☎75・8825（直通）
　　　　　　中之条町保健センター　☎75・8833（直通）
　　　　　　六合支所　　　　　　　☎95・3111

　事業がない日には、保健センターの施設を利用で
きます。
　事前に使用状況を確認ください。

相談員

子育て情報
リーフレット

母と子の健康相談

子育て
のびっこ相談

ことばの相談

保健センター開放

子どもたちの手には夢と
希望がいっぱい。それを
叶えるために。

こども未来課

中之条町
保健センター

なかの
じょうまち

のこそだて

相談・情報提供



　
現
在
、
日
本
の
が
ん
に
よ
る
死
亡
者

数
は
年
間
30
万
人
を
超
え
、
死
亡
原
因

の
第
一
位
を
占
め
て
い
ま
す
。
中
之
条

町
で
も
平
成
22
年
度
は
60
人
（
22
・
5

％
）
の
方
が
が
ん
で
亡
く
な
り
、
中
で

も
「
大
腸
」
が
一
番
多
く
、
次
い
で

「
肺
」
、
「
胃
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
元
気
な
時
は
他
人
事
と
思
い
が
ち
で

す
が
、
が
ん
に
か
か
っ
て
初
め
て
知
る

こ
と
、
失
う
も
の
が
多
く
、
早
期
発
見

で
き
て
い
れ
ば
心
や
体
、
経
済
的
に
も

楽
だ
っ
た
の
に
と
悔
や
む
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

　
自
覚
症
状
の
な
い
早
期
に
が
ん
を
発

見
す
る
に
は
が
ん
検
診
を
定
期
的
に
受

け
る
以
外
あ
り
ま
せ
ん
。
あ
な
た
自
身

の
た
め
に
、
あ
な
た
の
大
切
な
人
の
た

め
に
、
ぜ
ひ
が
ん
検
診
を
受
け
て
く
だ

さ
い
。

　
が
ん
検
診
の
受
診
に
よ
り
が
ん
で
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
放
っ
て
お
く
と
が
ん

に
な
る
可
能
性
の
あ
る
病
変
が
見
つ
か

り
、
早
期
に
治
療
に
つ
な
が
っ
て
い
る

人
が
た
く
さ
ん
い
ま
す
。
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中
之
条
町
で
も
、
22
％
の

人
が
「
が
ん
」
で
亡
く
な
っ

て
い
る
現
実

生
涯
2
人
に
1
人
が

「
が
ん
」
に
な
る
時
代

早
期
に
「
が
ん
」
を
発
見

す
る
に
は
、
定
期
的
な
検

診
以
外
あ
り
ま
せ
ん

「
が
ん
」
以
外
の
疾
患
も

多
数
発
見
さ
れ
、
治
療
に

つ
な
が
っ
て
い
ま
す

　
町
の
検
診
で
大
腸
の
異
常
が
見
つ
か

り
、
内
視
鏡
検
査
を
受
け
る
こ
と
に
な

っ
た
の
は
４
年
前
、
67
歳
の
時
だ
っ

た
。
そ
れ
ま
で
体
調
の
異
常
を
感
じ
た

こ
と
は
な
く
、
が
む
し
ゃ
ら
に
働
い
て

き
た
。
ま
さ
か
自
分
が
と
い
う
不
安
も

あ
っ
た
が
「
な
あ
に
大
丈
夫
だ
」
と
言

い
聞
か
せ
て
検
査
に
臨
ん
だ
。
突
如

「
カ
メ
ラ
が
入
っ
て
い
か
な
い
？
入
院

だ
、
家
族
に
連
絡
を
」
と
の
先
生
の

声
。
結
腸
が
ん
で
あ
る
こ
と
を
告
げ
ら

れ
た
。

　
検
査
検
査
で
２
週
間
、
手
術
は
全
身

麻
酔
で
苦
痛
な
く
終
わ
り
、
翌
日
に
は

歩
行
訓
練
。
抗
が
ん
剤
治
療
の
必
要
も

が
ん
検
診
に
救
わ
れ
た
命

検
診
を
受
け
た
お
か
げ
で
、

今
が
あ
り
ま
す

体
験
談

中沢　武さん
（西中之条）

40～
44才

45～
49才

50～
54才

55～
59才

60～
64才

65～
69才

70～
74才

7,000

6,000

5,000

（円）4,000

3,000

2,000

1,000

0

悪性新生物
糖尿病
栄養・代謝疾患
高血圧性疾患
虚血性心疾患
歯科の疾患
脳血管関係合計

H22年度疾患別年齢階層別一人当たり医療費（生活習慣病・40歳以上）

平成22年度中之条町の死因別死亡者内訳

群馬県保健福祉年報より

がん60人22%がん60人22%

心疾患45人17%心疾患45人17%

脳血管疾患
34人13%
脳血管疾患
34人13%

肺炎68人25%肺炎68人25%

不慮の事故
9人3%
不慮の事故
9人3%

自殺4人2%自殺4人2%
老衰16人6%老衰16人6%
腎不全6人2%腎不全6人2% その他28人

10%
その他28人
10%
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検
診
に
よ
る
早
期
発
見
で

「
が
ん
」
は
治
る
病
気
に

　
町
で
は
、
ほ
と
ん
ど
の
検
診
で
実
際

か
か
る
検
診
料
金
の
7
割
程
度
を
補
助

し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
節
目
年
齢
時
に

は
、
自
己
負
担
金
分
さ
え
も
な
く
受
け

ら
れ
る
無
料
ク
ー
ポ
ン
券
が
配
布
さ
れ

ま
す
。

　

町
で
は
、
早
朝
検
診
（
胃
・
大

腸
）
、
日
曜
検
診
（
胃
・
大
腸
・
肺
・

乳
・
子
宮
・
前
立
腺
）
、
個
別
検
診

（
直
接
医
療
機
関
で
受
け
る
こ
と
が
で

き
る
検
診
＝
子
宮
・
乳
）
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　
日
曜
検
診
は
特
定
健
診
も
併
せ
て
受

け
る
こ
と
が
で
き
、
一
日
で
全
て
の
検

（
健
）
診
が
受
け
ら
れ
ま
す
。
日
曜
検

診
を
希
望
す
る
人
は
、
5
月
7
日
〜
6

月
7
日
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
定
員

に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。
日
曜
検

診
・
個
別
検
診
は
再
度
申
し
込
み
が
必

要
と
な
り
ま
す
。

　
日
程
、
料
金
、
検
査
内
容
等
の
詳
細

は
「
中
之
条
町
健
康
カ
レ
ン
ダ
ー
」
や

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
が

ん
検
診
を
ま
だ
申
し
込
ん
で
い
な
い
人

は
、
早
め
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

　
中
之
条
町
保
健
セ
ン
タ
ー

　
☎
7
5
・
8
8
3
3
（
直
通
）

実
は
お
得
な
検
診
料
金

町
で
は
7
割
補
助
と
無
料

ク
ー
ポ
ン
で
対
策

「
忙
し
く
て
検
診
な
ん
て

受
け
ら
れ
な
い
」
と
い
う
方

へ
朗
報

受
け
ら
れ
る
方
法
が
あ
り

ま
す

な
く
術
後
２
週
間
で
退
院
。
主
治
医
に

は
「
運
が
良
か
っ
た
ん
で
す
よ
」
と
言

わ
れ
た
。

　
今
現
在
も
再
発
は
な
く
、
改
め
て
検

診
の
大
切
さ
と
早
期
発
見
、
早
期
治
療

の
重
要
性
を
実
感
し
て
い
る
。
「
あ
の

時
検
診
を
受
け
て
い
な
か
っ
た
ら
」
と

思
う
と
恐
ろ
し
い
。
救
わ
れ
た
命
、
大

切
に
生
き
て
い
き
た
い
。

左２台がマンモグラフィ検診車、右１台が子宮がん検診車

平成25年度無料クーポン対象者

平成23年度の大腸がん検診精密検査結果（受診者1,395名）

■大腸がん・胃がん・乳がん検診の対象年齢
 年齢
41歳
46歳
51歳
56歳
61歳

　　　　　　生年月日
昭和47年4月2日～昭和48年4月1日
昭和42年4月2日～昭和43年4月1日
昭和37年4月2日～昭和38年4月1日
昭和32年4月2日～昭和33年4月1日
昭和27年4月2日～昭和28年4月1日

■子宮頸がん検診の対象年齢
 年齢
21歳
26歳
31歳
36歳
41歳

　　　　　　生年月日
平成 4年4月2日～平成 5年4月1日
昭和62年4月2日～昭和63年4月1日
昭和57年4月2日～昭和58年4月1日
昭和52年4月2日～昭和53年4月1日
昭和47年4月2日～昭和48年4月1日

精密検査が必要と判定された人　120人

異常なし
　16人

異常なし　1,265 人

「がん」1人

未受診　
　13人

がん以外の病気
　90人

精密検査の結果
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からのお知らせ

飼
い
犬
登
録
・
狂
犬
病
予
防
注
射
を
実
施
し
ま
す

4
月
は
中
之
条
地
区
の
実
施
月
（
六
合
地
区
は
5
月
号
で
お
知
ら
し
ま
す
）

生
涯
に
一
度
の
「
登
録
」
と
年
に
一
度
の
「
予
防
注
射
」
は
飼
い
主
の
義
務

　
狂
犬
病
予
防
法
に
よ
り
、
生
後
90
日

を
経
過
し
た
犬
は
、
生
涯
に
一
度
の

「
登
録
」
と
年
に
一
度
の
「
狂
犬
病
予

防
注
射
」
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま

す
。

　
飼
い
主
の
人
は
、
日
程
表
を
確
認
の

う
え
、
都
合
の
よ
い
注
射
会
場
ま
で
お

越
し
く
だ
さ
い
。

登
録
済
み
の
犬
を
飼
っ
て
い
る
人
へ

　
郵
送
さ
れ
た
ハ
ガ
キ
形
式
の
通
知
書

を
持
参
し
、
注
射
会
場
ま
で
お
こ
し
く

だ
さ
い
。
死
亡
し
た
犬
の
通
知
書
が
届

い
た
場
合
は
、
保
健
セ
ン
タ
ー
ま
で
連

絡
し
て
く
だ
さ
い
。

費
　
用

　
注
射
の
み
の
犬
　
3
、
3
0
0
円

　
新
規
登
録
の
犬
　
6
、
3
0
0
円

（
内
新
規
登
録
手
数
料
3
、
0
0
0
円
）

問
い
合
わ
せ

　
役
場
保
健
環
境
課
　
環
境
衛
生
係

（
保
健
セ
ン
タ
ー
）

　
☎
7
5
・
8
8
3
4
（
直
通
）

■平成２5年度　春の飼い犬登録・狂犬病予防注射(中之条地区)
時　間会　　場 会　　場時　間実施日

岩本上組スポーツ広場前
岩本中組消防詰所
大道公民館
しゃべり石
岩本下組集会所

西中之条1区クラブ
中之条町役場

牧場
中居橋
牧水会館
久森公民館
吾嬬公民館
大竹集会所
山田第一分校跡地
中之条町役場

かじか遊園地付近
駒岩集会所
沢田公民館裏側駐車場
ツインプラザ北側駐車場

赤坂中組集会所
赤坂14区公民館
栃窪中村
蟻川公民館
蟻川西組大下集会所
蟻川小池公民館
青山公民館
市城駅前
中之条公民館

9:20～
10:10～
10:30～
10:50～
11:10～
11:30～
9:20～
9:45～
10:35～
11:05～
11:30～
9:20～
9:45～
10:05～
10:25～
10:45～
11:00～
11:20～
9:20～
10:25～
11:10～
9:20～
9:40～
10:00～
10:20～
10:40～
11:00～
11:30～
9:20～
9:50～
10:15～
10:35～
11:25～

9:20～
9:40～
10:25～
10:45～
11:25～

10:00
10:20
10:40
11:00
11:20
11:40
9:35
10:15
10:55
11:25
11:40
9:35
10:00
10:15
10:35
10:55
11:10
11:35
10:05
10:50
11:45
9:30
9:50
10:10
10:30
10:50
11:20
11:40
9:40
10:05
10:25
11:05
11:40

9:30
10:10
10:35
11:10
11:40

13:10～
13:30～
13:55～
14:15～
14:35～

13:15～
13:45～

13:00～
13:15～
13:35～
14:00～
14:30～
14:50～
15:10～
13:00～

13:10～
13:40～
14:05～
14:30～

13:10～
13:30～
13:50～
14:20～
14:45～
15:00～
13:10～
13:45～
14:15～

13:20
13:40
14:05
14:25
14:45

13:35
14:30

13:10
13:25
13:50
14:10
14:40
15:00
15:20
14:00

13:30
13:55
14:15
15:20

13:20
13:40
14:00
14:35
14:55
15:10
13:25
14:00
14:40

文化会館体育館前
五反田・旧大久保バス停
五反田中村消防詰所
五反田上組集会所
旧親都神社バス停
伊参公民館
中之条4区公民館
下折田集会所
JA名久田支店
横尾・高津橋付近
総合運動場入口トイレ付近
町田電器付近
八尺バス停付近
沢渡第二分校跡地(裏側)
上反下公民館
下反下中野橋付近
古座部
沢渡温泉バス回転所
沢田公民館裏側駐車場
伊参公民館
JA名久田支店
下沢渡中組公民館
下四万集会所
下四万湯原運動広場入口
貫湯平集会所
寺社平集会所
甌穴駐車場
日向見官行
横尾7区公民館
平消防詰所
大原集会所
大塚消防詰所
駅南天神公園

下山田・石燈籠前
折田・上妻橋北側
中之条11区公民館
伊勢の森バス停付近
駅南中央公園北側

4月
9日
（火）

10日
（水）

12日
（金）

14日
（日）

16日
（火）

17日
（水）

18日
（木）
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1
課
2
室
を
創
設

　

「
行
政
推
進
課
」
を
新
た
に
設
置

し
、
秘
書
業
務
と
共
に
新
た
に
情
報
収

集
機
能
と
各
課
連
携
機
能
を
担
い
ま

す
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
効
率
的
に
情
報
収

集
・
発
信
を
行
う
こ
と
で
、
感
度
の
高

い
ス
ピ
ー
ド
感
の
あ
る
行
政
を
実
現
し

ま
す
。
さ
ら
に
各
担
当
課
と
の
連
絡
調

整
機
能
を
集
約
す
る
こ
と
で
、
い
わ
ゆ

る
「
お
役
所
仕
事
」
と
し
て
批
判
さ
れ

る
縦
割
り
行
政
を
廃
し
、
町
づ
く
り
へ

向
か
っ
て
役
場
全
体
が
一
致
団
結
で
き

る
よ
う
な
態
勢
を
整
え
ま
す
。

　
ま
た
「
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
推
進
室
」

を
設
置
し
、
登
録
へ
の
歩
み
を
加
速
さ

せ
る
と
と
も
に
、
「
花
と
緑
の
ぐ
ん
ま

づ
く
り
推
進
室
」
を
立
ち
上
げ
、
平
成

27
年
度
に
中
之
条
町
で
の
開
催
が
予
定

さ
れ
る
「
花
と
緑
の
ぐ
ん
ま
づ
く
り
フ

ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
の
準
備
を
始
め
ま

す
。

「
観
光
商
工
課
」
は
「
ふ
る
さ
と
交
流

セ
ン
タ
ー
『
つ
む
じ
』
」
へ
移
転

　
観
光
商
工
課
と
町
観
光
協
会
は
、
中

之
条
町
の
観
光
の
要
と
な
る
「
つ
む

じ
」
に
移
転
す
る
こ
と
で
、
「
つ
む

じ
」
を
よ
り
効
率
よ
く
活
用
す
る
と
と

も
に
、
直
接
観
光
客
と
接
す
る
な
か

で
、
そ
の
ニ
ー
ズ
に
敏
感
に
反
応
し
、

即
応
し
た
業
務
が
行
え
る
態
勢
を
整
え

ま
す
。

　
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

からのお知らせ

役
場
の
機
構
改
革
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

「
行
政
推
進
課
」を
新
設
、「
観
光
商
工
課
」は「
つ
む
じ
」へ

1
課
2
室
を
新
設
し
よ
り
効
率
的
で
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
な
行
政
を

　
町
で
使
用
し
な
く
な
っ
た
公
用
車
３

台
の
競
売
を
行
な
い
ま
す
。
買
い
受
け

を
希
望
す
る
人
は
、
入
札
に
参
加
し
て

く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
詳
し
い
競
売
の
内
容
は
総
務

課
窓
口
に
用
意
し
て
あ
る
「
町
有
公
用

車
競
売
仕
様
書
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

入
札
の
参
加
資
格

　
町
税
の
滞
納
が
な
い
個
人
お
よ
び
法

人
（
そ
の
他
資
格
の
詳
細
は
「
仕
様

書
」
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
）

最
低
落
札
価
格
の
設
定

　
落
札
に
は
、
最
低
落
札
価
格
と
し
て

設
定
し
た
予
定
価
格
を
上
回
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

売
却
予
定
車
両
の
展
示
日

　
土
日
祝
日
を
除
く
平
日
の
８
時
30
分

か
ら
17
時
ま
で

※
４
月
21
日
（
日
）
は
８
時
30
分
か
ら

12
時
ま
で
展
示
を
行
い
ま
す
。

展
示
場
所　
役
場
駐
車
場

入
札
日
時

　
４
月
25
日
（
木
）
17
時
30
分

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
役
場
総
務
課　
管
財
係

　
　
　
☎
７
５
・
８
８
０
７
（
直
通
）

町
有
自
動
車
を
競
売
し
ま
す

旧
六
合
村
村
長
車
、
小
型
貨
物
車
、
軽
保
冷
車
の
３
台

業
務
内
容
の
見
直
し
と
効
率
化
に
よ
り
不
要
と
な
っ
た
車
を
処
分

トヨタマークX(エックス）
【旧六合村村長車】

トヨタカルディナ（小型貨物車）

スバルサンバー（軽保冷車）

売却車両

「観光商工課」 は店舗の並びに移転します
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からのお知らせ

　
町
で
は
、
今
年
も
日
帰
り
人
間
ド
ッ

ク
の
費
用
を
助
成
し
ま
す
。

種
類
と
医
療
機
関

【
日
帰
り
人
間
ド
ッ
ク
】

　
吾
妻
さ
く
ら
病
院

　
原
町
赤
十
字
病
院

　
田
島
病
院

　
六
合
温
泉
医
療
セ
ン
タ
ー

【
日
帰
り
脳
ド
ッ
ク
】

　
吾
妻
脳
神
経
外
科
循
環
器
科

申
し
込
み
の
要
件

　
次
の
要
件
を
全
て
満
た
し
て
い
る
こ

と
が
必
要
で
す
。

・
町
の
国
民
健
康
保
険
ま
た
は
後
期
高

齢
者
医
療
制
度
に
加
入
し
て
い
る
人

・
満
40
歳
以
上
の
人

・
町
税
等
を
完
納
し
て
い
る
世
帯
の
人

・
検
診
結
果
を
特
定
健
診
等
実
施
事
業

の
た
め
に
提
供
で
き
る
人

費
　
用

　
町
が
2
万
円
を
上
限
に
助
成
し
ま
す

の
で
、
本
人
負
担
は
概
ね
次
の
と
お
り

で
す
。

【
人
間
ド
ッ
ク
】

    

2
万
円
程
度

【
脳
ド
ッ
ク
】

    

1
万
8
千
円

※
設
定
さ
れ
て
い
る
検
査
項
目
以
外
の

検
査
費
用
は
別
料
金
で
す
。

募
集
人
数

  
2
5
0
名
（
先
着
順
）

申
込
方
法

　
4
月
16
日
（
火
）
以
降
に
役
場
住
民

福
祉
課
の
国
保
年
金
係
へ
申
し
込
み
く

だ
さ
い
（
電
話
可
）
。

注
意
点

　
こ
の
人
間
ド
ッ
ク
助
成
事
業
と
、
特

定
健
診
等
事
業
の
両
方
を
受
け
る
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
役
場
住
民
福
祉
課
　
国
保
年
金
係

　
　  

☎
7
5
・
8
8
1
9
（
直
通
）

国
民
健
康
保
険
の
日
帰
り
人
間
ド
ッ
ク

申
し
込
み
は
4
月
16
日
か
ら

毎
年
人
気
の
人
間
ド
ッ
ク
　
申
し
込
み
は
お
早
め
に

　
町
で
は
、
一
般
家
庭
の
生
け
垣
づ
く

り
の
お
手
伝
い
と
し
て
、
苗
木
の
購
入

費
な
ど
に
奨
励
金
を
交
付
し
ま
す
。

奨
励
金
額
　

　
樹
木
購
入
費
の
3
分
の
2

　
（
限
度
額
5
万
円
）

　
※
既
存
の
ブ
ロ
ッ
ク
塀
な
ど
の
取
り

壊
し
を
伴
う
場
合
に
は
、
2
万
円

を
限
度
に
加
算
。

生
け
垣
の
基
準
　
　
　
　
　
　
　

◎
個
人
の
住
宅
用
建
物
の
敷
地
内
で
、

幅
員
4
メ
ー
ト
ル
以
上
の
道
路
に
面

し
て
お
り
、
道
路
と
敷
地
と
の
境
界

が
確
認
で
き
る
こ
と
（
4
メ
ー
ト
ル

未
満
の
道
路
の
場
合
に
は
、
道
路
の

セ
ン
タ
ー
か
ら
敷
地
内
へ
、
2
メ
ー

ト
ル
後
退
し
た
場
合
が
対
象
）

◎
植
栽
す
る
樹
木
の
高
さ
は
60
セ
ン
チ

以
上

◎
生
け
垣
の
延
長
は
5
メ
ー
ト
ル
以
上

◎
植
栽
す
る
樹
木
の
数
は
原
則
と
し
て

1
メ
ー
ト
ル
に
つ
き
2
本
以
上

◎
未
着
工
の
も
の
　
　
　
　
　
　
　

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ  

　
役
場
建
設
課
　
都
市
計
画
係

　
　
　
☎
7
5
・
8
8
2
8
（
直
通
）

生
け
垣
づ
く
り
に
奨
励
金

緑
豊
か
な
ま
ち
づ
く
り
を
お
手
伝
い
し
ま
す

高さ０.６m以上

幅員　４m以上
※４m未満の場合は
　センターから２m後退

延長　５m以上
本数　m当たり２本以上



21 なかのじょう H２5.4 No.６12

　
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
補
助
金
の
概
要
を

お
知
ら
せ
し
ま
す
。
希
望
す
る
人
は
、

工
事
を
始
め
る
前
に
相
談
く
だ
さ
い
。

補
助
金
額

・
通
常
の
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事

　
（
町
内
業
者
の
場
合
）

　
工
事
費
の
10
％
（
上
限
30
万
円
）

　
（
町
外
業
者
の
場
合
）

　
工
事
費
の
2
・
5
％（
上
限
10
万
円
）

・
二
世
帯
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事

　
（
町
内
業
者
の
場
合
）

　
工
事
費
の
5
％
（
上
限
50
万
円
）

　
（
町
外
業
者
の
場
合
）

　
工
事
費
の
2
・
5
％（
上
限
25
万
円
）

対
象
工
事

　
4
月
1
日
以
降
に
着
工
す
る
住
宅
の

修
繕
、
改
築
、
増
築
等
の
工
事
で
、
工

事
金
額
が
20
万
円
以
上
の
も
の

補
助
対
象
者

　
世
帯
全
員
が
町
税
等
を
完
納
し
て
い

る
人
（
そ
の
他
詳
細
は
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
）

申
込
方
法

　
工
事
を
始
め
る
前
に
、
観
光
商
工
課

へ
相
談
の
う
え
、
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
役
場
観
光
商
工
課
　
商
工
係

　
　
　
☎
2
6
・
7
7
2
7
（
直
通
）

※
観
光
商
工
課
は
、
4

月
か
ら
ふ
る
さ
と
交

流
セ
ン
タ
ー
「
つ
む

じ
」
に
窓
口
が
移
転

し
て
い
ま
す
。

からのお知らせ

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
を
考
え
て
い
る
方
へ

便
利
な
補
助
金
制
度
が
あ
り
ま
す

町
内
業
者
利
用
の
場
合
は
特
に
優
遇

　
住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
設
置

費
補
助
金
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま

す
。
希
望
す
る
人
は
、
工
事
を
始
め
る

前
に
相
談
く
だ
さ
い
。

補
助
金
額

・
町
内
業
者
の
場
合

　
1
キ
ロ
ワ
ッ
ト
当
た
り
4
万
円

　
（
上
限
16
万
円
）

・
町
外
業
者
の
場
合

　
1
キ
ロ
ワ
ッ
ト
当
た
り
2
万
円

　
（
上
限
8
万
円
）

対
象
工
事

・
4
月
1
日
以
降
に
着
工
す
る
工
事

・
住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
で
、

太
陽
電
池
パ
ネ
ル
の
最
大
出
力
が
10

キ
ロ
ワ
ッ
ト
未
満
の
も
の

・
電
力
会
社
と
電
灯
契
約
お
よ
び
電
力

の
売
買
契
約
を
結
ぶ
も
の

補
助
対
象
者

　
世
帯
全
員
が
町
税
等
を
完
納
し
て
い

る
人
（
そ
の
他
詳
細
は
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
）

申
込
方
法

　
工
事
を
始
め
る
前
に
、
観
光
商
工
課

へ
相
談
の
う
え
、
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
役
場
観
光
商
工
課
　
商
工
係

　
　
　
☎
2
6
・
7
7
2
7
（
直
通
）

※
観
光
商
工
課
は
、
4
月
か
ら
ふ
る
さ

と
交
流
セ
ン
タ
ー
「
つ
む
じ
」
に
窓

口
が
移
転
し
て
い
ま
す
。

住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
の

設
置
費
補
助
金
の
活
用
を

環
境
に
や
さ
し
い
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
暮
ら
し
を
推
進
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からのお知らせ

早
め
に
下
水
道
へ
の
接
続
を

　
供
用
開
始
さ
れ
た
区
域
の
皆
さ
ん

は
、
ト
イ
レ
の
水
洗
化
と
と
も
に
、
台

所
や
浴
室
な
ど
の
排
水
を
下
水
道
へ
流

す
た
め
の
排
水
設
備
工
事
を
早
め
に
行

っ
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
排
水
に
入
っ

て
し
ま
っ
た
油
・
ゴ
ミ
な
ど
を
分
離
し

排
水
の
み
流
す
た
め
の
阻
集
器
を
使
っ

て
い
る
人
は
、
下
水
道
接
続
後
も
継
続

し
て
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
排
水
設
備
の
工
事
は
、
町
指

定
の
工
事
店
で
な
け
れ
ば
工
事
が
で
き

ま
せ
ん
。
各
家
庭
で
直
接
工
事
店
へ
相

談
し
て
く
だ
さ
い
。

今
後
も
下
水
道
管
埋
設
工
事
に
ご
理
解

と
ご
協
力
を

　
下
水
道
管
埋
設
工
事
は
、
皆
さ
ん
の

ご
理
解
と
ご
協
力
で
順
調
に
進
ん
で
い

ま
す
。
今
年
度
も
引
続
き
工
事
を
実
施

し
ま
す
。
工
事
中
は
何
か
と
迷
惑
を
お

か
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

下
水
処
理
場
か
ら
の
お
願
い

　
下
水
処
理
場
で
は
、
排
水
を
微
生
物

を
使
っ
て
処
理
し
て
い
ま
す
。

　
食
用
油
・
薬
品
・
オ
イ
ル
・
髪
の
毛

な
ど
は
微
生
物
の
活
動
を
妨
げ
、
テ
ィ

ッ
シ
ュ
ペ
ー
パ
ー
・
残
飯
な
ど
は
処
理

す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、
下

水
道
管
や
家
庭
の
排
水
管
を
詰
ま
ら
せ

る
原
因
と
な
り
ま
す
の
で
、
流
さ
な
い

で
く
だ
さ
い
。

　
快
適
で
豊
か
な
生
活
環
境
を
築
き
、

自
然
環
境
を
守
る
た
め
、
皆
さ
ん
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

デ
ィ
ス
ポ
ー
ザ
（
生
ご
み
処
理
器
）
を

設
置
す
る
と
き
は

　
デ
ィ
ス
ポ
ー
ザ
は
形
式
に
よ
っ
て
、

下
水
道
管
・
家
庭
の
排
水
管
を
詰
ま
ら

せ
る
原
因
と
な
り
ま
す
の
で
、
設
置
前

に
は
必
ず
上
下
水
道
課
ま
で
相
談
し
て

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

　
役
場
上
下
水
道
課
　
下
水
道
係

    

　
☎
7
5
・
8
8
3
2
（
直
通
）

中
之
条
公
共
下
水
道
の
処
理
区
域
が
広
が
り
ま
し
た

〜
新
た
に
8
ヘ
ク
タ
ー
ル
が
供
用
開
始
〜

供
用
開
始
区
域
の
み
な
さ
ん
は
、
早
め
に
接
続
工
事
を

供用開始済みエリア

平成２5年３月３１日供用開始エリア

平成２5年６月１日供用開始エリア

中之条浄化
センター
中之条浄化
センター



23 なかのじょう H２5.4 No.６12

Information

情報
イベントやスポーツ大会、
職員募集などの

年
間
ス
ロ
ー
ガ
ン

『
事
故
の
な
い

　
群
馬
は
あ
な
た
の  

注
意
か
ら
』

サ
ブ
ス
ロ
ー
ガ
ン

『
守
ろ
う
よ

　
交
通
ル
ー
ル
と
　
自
分
の
命
』

通
勤
、
通
学
時
の
交
通
事
故
防
止

　
こ
の
時
期
は
、
新
入
生
が
登
下

校
に
加
わ
る
た
め
、
子
ど
も
の
関

係
す
る
交
通
事
故
が
多
発
し
ま

す
。
新
た
に
通
学
を
始
め
る
お
子

さ
ん
の
家
族
は
、
い
っ
し
ょ
に
通

学
路
を
歩
い
て
み
て
危
険
箇
所
を

確
認
し
ま
し
ょ
う
。
道
路
に
潜
む

危
険
に
つ
い
て
、
子
ど
も
の
目
線

で
確
認
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
ド
ラ
イ
バ
ー
は
、
登
下
校
時
に

警
戒
心
を
高
め
、
子
ど
も
た
ち
の

飛
び
出
し
や
不
意
な
行
動
へ
の
気

配
り
・
目
配
り
を
お
願
い
し
ま

す
。

　「上
州
ぴ
か
っ
と
運
動
」も
実
施
中

　
夕
暮
れ
時
や
夜
間
に
交
通
事
故

が
多
発
す
る
こ
と
か
ら
、
ド
ラ
イ

バ
ー
は
、
早
め
の
ラ
イ
ト
点
灯
や

夜
間
に
お
け
る
ハ
イ
ビ
ー
ム
の
実

践
を
。

　
歩
行
者
は
、
夜
間
の
外
出
時

に
、
反
射
材
用
品
の
活
用
や
明
る

め
の
服
装
を
着
用
し
、
自
分
の
存

在
を
知
ら
せ
交
通
事
故
の
抑
止
に

努
め
ま
し
ょ
う
。

 

新
年
度
を
迎
え
、
就
職
や
退
職

に
よ
り
健
康
保
険
が
変
わ
っ
た
人

は
、
届
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

職
場
の
健
康
保
険
に
加
入
し
た
と

き　
必
要
な
も
の

　
・
新
し
い
健
康
保
険
証

　
・
国
民
健
康
保
険
証

職
場
の
健
康
保
険
か
ら
は
ず
れ
た

と
き

　
必
要
な
も
の

　
・
社
会
保
険
離
脱
証
明
書

　
・
年
金
手
帳

　
　
（
60
歳
未
満
の
方
）

　
・
年
金
証
書

　
　
（
65
歳
未
満
で
公
的
年
金
を

　
　
　
受
給
さ
れ
て
い
る
方
）

※
届
出
は
代
理
人
で
も
で
き
ま

す
。
そ
の
場
合
は
代
理
人
の
認

印
を
用
意
し
て
く
だ
さ
い
。

※
届
出
が
遅
く
な
る
と
、
い
つ
ま

で
も
国
保
税
が
課
税
さ
れ
た

り
、
遡
っ
て
徴
収
さ
れ
た
り
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、

医
療
機
関
に
よ
っ
て
は
医
療
費

を
返
還
し
て
い
た
だ
く
場
合
も

あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

役
場
住
民
福
祉
課
　
国
保
年
金
係

　
☎
7
5
・
8
8
1
9
（
直
通
）

　
浄
化
槽
整
備
事
業
で
合
併
処
理

浄
化
槽
を
整
備
し
、
単
独
処
理
浄

化
槽
ま
た
は
く
み
取
り
槽
か
ら
の

転
換
を
行
っ
た
場
合
に
は
、
一
律

10
万
円
の
「
浄
化
槽
エ
コ
補
助

金
」
を
交
付
し
ま
す
。

補
助
の
条
件

・
既
設
の
単
独
処
理
浄
化
槽
ま
た

は
く
み
取
り
槽
を
原
則
と
し
て

撤
去
処
分
す
る
こ
と
。

・
年
度
末
ま
で
に
合
併
処
理
浄
化

槽
の
使
用
開
始
が
確
認
で
き
る

こ
と
。

申
込
方
法

　
合
併
処
理
浄
化
槽
の
設
置
を
計

画
し
た
段
階
で
、
上
下
水
道
課
ま

で
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
役
場
上
下
水
道
課
　
下
水
道
係

　
☎
7
5
・
8
8
3
2
（
直
通
）

　
町
で
は
、
保
育
所
の
臨
時
保
育

士
を
募
集
し
ま
す
。

勤
務
先
　
伊
勢
町
保
育
所
ま
た
は

　
　
　
　
中
之
条
保
育
所

資
　
格
　
保
育
士
免
許

勤
務
時
間

　
8
時
30
分
〜
17
時
15
分

　
（
変
則
週
38
時
間
45
分
）

賃
　
金
　
日
額
7
、
4
6
4
円

　
　
　
　
＋
通
勤
手
当
相
当
額

期
間
・
募
集
人
数

伊
勢
町
保
育
所
　
2
人

・
8
月
1
日
〜

　
平
成
26
年
3
月
31
日
　
1
人

・
10
月
1
日
〜

　
平
成
26
年
3
月
31
日
　
1
人

中
之
条
保
育
所
　
1
人

・
8
月
1
日
〜

　
平
成
26
年
3
月
31
日

申
込
方
法
　

　
役
場
総
務
課
に
用
意
し
て
あ
る

応
募
用
履
歴
書
に
必
要
事
項
を
記

入
し
、
4
月
22
日
（
月
）
ま
で
に

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
役
場
総
務
課
　
行
政
係

　
☎
7
5
・
8
8
0
6
（
直
通
）

　

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動

4
月
6
日
〜
4
月
15
日

健
康
保
険
証
の
変
更
は

14
日
以
内
に
届
け
出
を

「
浄
化
槽
エ
コ
補
助
金
」を

活
用
し
て
合
併
処
理

浄
化
槽
へ
の
転
換
を

行
　
政

職
員
募
集

保
育
所
臨
時
保
育
士

Information
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町
が
農
業
公
園
と
し
て
活
用
す

る
旧
薬
王
園
の
レ
ス
ト
ラ
ン
、
ハ

ー
ブ
館
の
テ
ナ
ン
ト
を
募
集
し
ま

す
。
貸
付
条
件
の
詳
細
は
、
現
地

確
認
後
、
相
談
の
う
え
決
定
す
る

予
定
で
す
。

　
希
望
者
は
、
4
月
15
日
（
月
）

ま
で
に
役
場
農
林
課
に
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
役
場
農
林
課
　
花
と
緑
の
ぐ
ん

ま
づ
く
り
推
進
室

　
☎
7
5
・
8
8
4
8
（
直
通
）

　
水
中
で
の
浮
力
や
水
圧
で
、
陸

上
よ
り
も
効
果
的
に
、
楽
に
運
動

で
き
ま
す
。
温
泉
プ
ー
ル
な
の
で

温
泉
の
効
果
も
あ
り
ま
す
。
膝
や

腰
の
痛
み
で
運
動
で
き
ず
に
い
た

人
も
お
試
し
く
だ
さ
い
。

日
　
時
　
5
月
8
日
（
水
）
・
14

日
（
火
）
・ 

21
日
（
火
）
・
28

日
（
火
）
計
4
回

　
14
時
〜
14
時
30
分

場
　
所
　
六
合
温
泉
医
療
セ
ン
タ

ー
内
「
バ
ー
デ
六
合
」

講
　
師
　
県
立
心
臓
血
管
セ
ン
タ

ー
　
健
康
運
動
指
導
士
　

　
　
　
　
　
　
　
神
保
理
恵
さ
ん

費
　
用
　
無
料

定
　
員
　
13
名
（
定
員
を
超
え
た

場
合
は
抽
選
）

申
込
方
法
　
4
月
22
日
（
月
）
ま

で
に
保
健
セ
ン
タ
ー
ま
た
は
六
合

支
所
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

注
意
点
　

・
水
着
を
用
意
し
て
く
だ
さ
い
。

・
心
臓
疾
患
等
で
治
療
中
の
人
は

主
治
医
に
相
談
し
て
く
だ
さ

い
。

・
妊
娠
中
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

・
送
迎
は
し
ま
せ
ん
。

・
毎
週
金
曜
日
・
夜
間
水
中
運
動

教
室
も
開
催
中
で
す
（
利
用
料

金
2
0
0
〜
3
0
0
円
）
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
六
合
支
所
　
六
合
福
祉
振
興
室

　
☎
9
5
・
3
1
1
1
（
代
表
）

　
役
場
保
健
環
境
課
　
健
康
係

　
（
保
健
セ
ン
タ
ー
）

　
☎
7
5
・
8
8
3
3
（
直
通
）

　
博
物
館
で
は
、
毎
月
第
三
日
曜

日
に
古
文
書
解
読
講
座
を
開
催
し

て
い
ま
す
。
第
29
期
を
迎
え
る
息

の
長
い
講
座
で
す
。
す
ぐ
に
読
み

馴
れ
る
と
い
う
わ
け
に
は
い
き
ま

せ
ん
が
、
難
解
な
文
字
が
読
め
た

時
の
感
動
は
ひ
と
し
お
で
す
。

日
　
時
　
毎
月
第
三
日
曜
日

　
　
　
　
13
時
30
分
〜
15
時

会
　
場
　
博
物
館
研
修
室

受
講
料
　
無
料

講
　
師
　
唐
澤
定
市
顧
問

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

歴
史
と
民
俗
の
博
物
館「
ミ
ュ
ゼ
」

　
　
　
　
　
☎
7
5
・
1
9
2
2

　
　
　
　
　
　
　
（
木
曜
休
館
）

　
博
物
館
で
は
、
土
屋
文
明
記
念

文
学
館
の
第
68
回
企
画
展
「
夢
み

る
女
性
誌
」
の
担
当
者
を
招
き
、

女
性
誌
を
通
じ
て
女
性
の
生
き
方

を
考
え
る
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

日
　
時
　
4
月
20
日
（
土
）

　
　
　
　
13
時
30
分
〜
15
時

会
　
場
　
博
物
館
研
修
室

講
　
師
　
県
立
土
屋
文
明
記
念
文

学
館
学
芸
員
　
佐
藤
浩
美
さ
ん

定
　
員
　
先
着
30
名

費
　
用
　
無
料

申
込
方
法

　
4
月
7
日
（
日
）
9
時
か
ら
電

話
で
受
付
（
先
着
順
）
。

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

歴
史
と
民
俗
の
博
物
館「
ミ
ュ
ゼ
」

　
　
　
　
　
☎
7
5
・
1
9
2
2

　
　
　
　
　
　
　
（
木
曜
休
館
）

　
町
で
は
、
テ
レ
ビ
等
で
お
な
じ

み
の
「
米
村
で
ん
じ
ろ
う
サ
イ
エ

ン
ス
シ
ョ
ー
」
を
開
催
し
ま
す
。

日
　
時
　
6
月
30
日
（
日
）

　
　
　
　
①
13
時
30
分
〜

　
　
　
　
②
16
時
30
分
〜

会
　
場
　
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル

入
場
料
　
大
人
　
2
、
0
0
0
円

　
　
　
　
子
ど
も
1
、
0
0
0
円

　
　
（
3
歳
以
上
小
学
生
以
下
）

申
込
方
法
　
4
月
27
日
（
土
）
10

時
か
ら
、
つ
む
じ
、
文
化
会
館
、

ツ
イ
ン
プ
ラ
ザ
、
六
合
支
所
で
チ

ケ
ッ
ト
の
販
売
を
開
始
し
ま
す

（
全
席
指
定
）
。

問
い
合
わ
せ

　
役
場
税
務
課
（
サ
イ
エ
ン
ス
シ

ョ
ー
担
当
） 

　
☎
7
5
・
8
8
1
0
（
直
通
）

日
　
時
　
4
月
20
日
（
土
）

　
　
　
　
14
時
〜
16
時

場
　
所
　
東
吾
妻
町
中
央
公
民
館

内
　
容
　
講
演

①
「
お
っ
ぱ
い
と
お
話
し
ま
し
ょ

う
〜
乳
が
ん
の
自
己
検
診
方
法
に

つ
い
て
〜
」

　
原
町
赤
十
字
病
院
乳
が
ん
看
護

認
定
看
護
師
　
柳
沢
ち
ぐ
さ
さ
ん

②
「
乳
が
ん
、
知
っ
て
ス
ッ
キ

リ
！
学
ん
で
ガ
ッ
チ
リ
！
」

　
伊
勢
崎
市
民
病
院
外
科
診
療
部

長
　
片
山
和
久
さ
ん

入
場
料
　
無
料
（
申
込
不
要
）

問
い
合
わ
せ
　
原
町
赤
十
字
病
院

　
地
域
医
療
連
携
課

　
　
　
　
　
☎
6
8
・
0
5
5
0

募
　
集

農
業
公
園（
旧
薬
王
園
）

レ
ス
ト
ラ
ン
等
の

テ
ナ
ン
ト
募
集

博
物
館
ミ
ュ
ゼ
に
よ
る

古
文
書
解
読
講
座

吾
妻
郡
が
ん
市
民
セ
ミ
ナ
ー

〜
乳
が
ん
か
ら
あ
な
た
自
身

を
守
る
た
め
に
〜

米
村
で
ん
じ
ろ
う

サ
イ
エ
ン
ス
シ
ョ
ー

催
　
し

水
中
運
動
教
室

博
物
館
ミ
ュ
ゼ
に
よ
る

企
画
展
講
座『
女
学
』

か
ら『
そ
れ
い
ゆ
』へ

ハーブ館の外観（左）とレストランの内観（右）



Information

～中之条町の石碑～

群馬鉄山跡の槇田久生歌碑
ふるさと
再発見
〈207〉

　
中
之
条
観
光
ガ
イ
ド
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
セ
ン
タ
ー
で
は
、
第
9
回
ふ

る
さ
と
再
発
見
講
座
と
し
て
、

「
町
内
の
厳
選
7
滝
巡
り
」
を
行

い
ま
す
。

日
　
時　
5
月
19
日
（
日
）

　
　
　
　
8
時
30
分
出
発

集
合
場
所　
Ｊ
Ｒ
中
之
条
駅

募
集
人
員　
25
名

参
加
費　
1
、0
0
0
円（
昼
食
代
）

応
募
方
法　
5
月
10
日
（
金
）
ま

で
に
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
性

別
、
電
話
番
号
を
記
載
し
た
は
が

き
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
申
し
込
み
く

だ
さ
い
（
先
着
順
）
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
中
之
条
観
光
ガ
イ
ド
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
セ
ン
タ
ー

〒
3
7
7
ー
0
4
2
3

　
中
之
条
町
大
字
伊
勢
町
8
5
3

番
地
　
　
　
　
　
☎
7
5
・
5
9
5
2

　
　
　
　
　

ＦＡＸ
7
5
・
5
0
1
9

　
な
か
の
じ
ょ
う
経
済
活
性
化
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
山
里
テ
ー
マ
パ
ー
ク

部
会
で
は
、
桃
や
レ
ン
ギ
ョ
ウ
、

桜
な
ど
花
木
栽
培
が
盛
ん
な
五
反

田
地
区
を
散
策
す
る
ピ
ク
ニ
ッ
ク

を
開
催
し
ま
す
。

　
ガ
イ
ド
の
案
内
の
も
と
、
花
の

咲
く
街
道
約
3
キ
ロ
の
道
の
り
を

散
策
し
ま
す
。

　
昼
食
で
は
、
焼
き
た
て
の
ピ
ザ

や
焼
き
り
ん
ご
を
食
べ
て
、
交
流

を
行
い
ま
す
。

場
　
所　
町
農
業
公
園

　
　
　
　
（
旧
薬
王
園
）

期
　
間　
4
月
20
日
（
土
）

　
　
　
　
10
時
30
分
〜

費
　
用　
大
人　
1
、
2
0
0
円

　
　
　
　
子
ど
も　
　
7
0
0
円

申
込
方
法

　
事
務
局
ま
で
電
話
で
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
山
里
テ
ー
マ
パ
ー
ク
部
会
事
務

局
（
観
光
商
工
課　
観
光
係
）

　
☎
2
6
・
7
7
2
7
（
直
通
）

※
観
光
商
工
課
は
、
4
月
か
ら
ふ

る
さ
と
交
流
セ
ン
タ
ー
「
つ
む

じ
」
に
窓
口
が
移
転
し
て
い
ま

す
。
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春
の
花
を
巡
る

桃
源
郷
ピ
ク
ニ
ッ
ク

観
光
ガ
イ
ド
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
セ
ン
タ
ー
に
よ
る

「
中
之
条
町
の
滝
を
巡
る
」

レンギョウが咲き乱れる畑の前で

　
当
地
を
愛
し
た
実
業
家
槇
田
久
生
（
明
治
四
十

二
年
〜
平
成
元
年
）
の
歌
碑
、
並
び
に
副
碑
は
、

入
山
の
群
馬
鉄
山
跡
、
今
の
チ
ャ
ツ
ボ
ミ
ゴ
ケ
公

園
駐
車
場
の
片
隅
に
建
っ
て
い
ま
す
。

　
年
配
の
方
な
ら
ご
存
じ
の
群
馬
鉄
山
は
、
太
平

洋
戦
争
末
期
、
国
家
的
な
要
請
に
よ
り
軍
用
鉄
山

と
し
て
開
発
さ
れ
ま
し
た
。
今
の
吾
妻
線
は
当
初
、

鉄
鉱
石
輸
送
目
的
で
敷
設
さ
れ
、
後
に
旅
客
運
送

も
許
さ
れ
、
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。
線
路
は
、

長
野
原
駅
か
ら
搬
出
に
便
利
な
太
子
駅
ま
で
延
び

て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
昭
和
四
十
年
の
鉄
山
閉

山
後
は
利
用
も
減
り
、
同
四
十
五
年
に
通
称
太
子

線
は
廃
線
に
な
り
ま
し
た
。

　
閉
山
後
の
跡
地
は
、
日
本
鋼
管
（
今
の
Ｊ
Ｆ
Ｅ

ス
チ
ー
ル
）
関
係
者
の
厚
生
施
設
鋼
管
休
暇
村
に

な
り
、
近
年
ま
で
利
用
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
昨
年
、

施
設
は
中
之
条
町
に
無
償
譲
渡
さ
れ
、
名
称
も

チ
ャ
ツ
ボ
ミ
ゴ
ケ
公
園
と
改
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
鉄
山
最
奥
は
穴
地
獄
と
呼
ば
れ
る
所
で
、
チ
ャ

ツ
ボ
ミ
ゴ
ケ
は
穴
地
獄
か
ら
湧
出
す
る
強
酸
性
の

鉱
泉
に
適
応
し
た
珍
し
い
植
物
で
、
群
生
地
と
し

て
は
国
内
最
大
級
で
す
。
そ
の
希
少
価
値
が
認
め

ら
れ
、
群
馬
県
天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
将
来
的
に
は
国
指
定
の
夢
も
考

え
ら
れ
ま
す
。

　
台
石
上
の
歌
碑
（
高
さ
九
十
c
m
）
を
見
る
と
、

「
半
才
振
り
尓　
又
帰
来　
何
日
も
乍
ら　
故
郷

の
如
し　
初
秋
始
ま
る
」
と
あ
り
、
最
後
に
「
昭

和
五
十
四
年
九
月
二
十
二
日　
槇
田
久
生
」
と
あ

り
ま
す
。
歌
碑
の
「
何
日
も
乍
ら　
故
郷
の
如

し
」
の
言
葉
に
、
当
地
へ
寄
せ
る
思
い
が
感
じ
ら

れ
ま
す
。

　
隣
接
の
副
碑
（
高
さ
八
十
c
m
）
は
、
「
こ
こ

は
群
馬
鉄
山
跡
地
な
り
」
で
始
ま
り
ま
す
。
日
本

二
位
の
生
産
量
を
誇
り
、
戦
後
経
済
再
建
に
貢
献

し
、
教
科
書
に
も
載
っ
た
鉄
山
で
し
た
が
、
こ
の

一
行
が
当
地
で
鉄
山
跡
を
語
る
唯
一
の
碑
文
で
す
。

続
い
て
、
「
日
本
の
鉄
鋼
業
界
の
発
展
に
多
大
な

貢
献
を
し
た
こ
の
地
も
、
い
ま
は
奥
草
津
鋼
管
休

暇
村
と
し
て
生
ま
れ
変
わ
り
」
と
記
し
ま
す
。
次

に
「
鋼
管
鉱
業
、
日
本
鋼
管
、
鋼
管
開
発
と
夫
々

の
社
長
を
歴
任
さ
れ
、
素
朴
な
風
土
と
厳
し
い
自

然
に
恵
ま
れ
た
こ
の
地
を
こ
よ
な
く
愛
し　
限
り

な
い
情
熱
を
注
が
れ
た
槇
田
さ
ん
の
遺
徳
を
偲
び

こ
の
碑
を
建
つ
」
と
槇
田
氏
を
紹
介
し
、
「
平
成

三
年
五
月　
日
本
鋼
管
（
株
）
会
長
／
鋼
管
開
発

（
株
）
社
長
金
尾
實
」
と
結
び
ま
す
。

　
副
碑
を
読
み
、
六
合
の
素
朴
な
風
土
を
愛
し
情

熱
を
注
い
だ
槇
田
氏
の
遺
徳
を
偲
び
、
本
人
没
後

に
建
て
た
歌
碑
と
分
か
り
ま
す
。
本
人
の
希
望
で
、

歌
碑
も
当
地
の
石
を
利
用
し
た
そ
う
で
す
。
葬
儀

に
は
、
六
合
の
方
も
含
め
六
千
人
余
が
参
列
、
改

め
て
本
人
の
人
柄
が
偲
ば
れ
る
よ
う
で
す
。

　
『
私
の
履
歴
書
（
経
済
人
）
』
に
「
私
に
は
こ

の
地
に
一
生
忘
れ
ら
れ
な
い
想
い
で
が
あ
る
」
と

六
合
を
思
う
文
が
あ
り
、
閉
山
後
に
残
っ
た
労
働

者
を
案
じ
て
、
奥
草
津
鋼
管
休
暇
村
や
地
元
有
志

と
奥
草
津
農
業
組
合
を
設
立
し
た
と
記
し
ま
す
。

　
毎
年
何
回
か
訪
れ
、
「
地
元
の
人
々
が
手
打
ち

う
ど
ん
を
持
っ
て
き
て
く
れ
、
一
緒
に
鍋
を
つ
つ

く
」
と
、
勲
一
等
の
裃
を
脱
い
だ
交
流
を
懐
か
し

そ
う
に
記
し
て
い
ま
す
。
本
人
を
知
る
地
元
の
方

は
謙
虚
で
飾
ら
な
い
人
柄
と
語
っ
て
い
ま
す
。

　
文
化
財
専
門
委
員　
田
村
正
勝

ま
き
た

ひ
さ
お

に

な
が

か
み
し
も
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昨
年
か
ら
小
学
生
2
年
生
、
3

年
生
は
1
人
で
の
参
加
も
可
能
に

な
り
ま
し
た
。

　
今
年
も
Ｊ
リ
ー
グ
「
ザ
ス
パ
草

津
チ
ャ
レ
ン
ジ
ャ
ー
ズ
」
の
選
手

達
が
特
別
参
加
の
予
定
で
す
。

日
　
時　
4
月
29
日
（
祝
）

　
　
　
　
8
時
30
分
開
会
式

　
　
　
　
9
時
ス
タ
ー
ト

会
　
場　
総
合
運
動
場 

参
加
資
格

　
町
内
に
在
住
、
在
学
ま
た
は
在

勤
の
人

※
未
成
年
者
は
、
保
護
者
の
同
意

が
必
要
で
す
。

※
親
子
の
部
は
父
・
母
・
祖
父
母

と
の
ペ
ア
以
外
は
オ
ー
プ
ン
参

加
の
た
め
表
彰
は
あ
り
ま
せ

ん
。

※
一
人
で
複
数
の
種
目
（
親
子
の

部
の
保
護
者
は
除
く
）
に
参
加

す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

費
　
用　
無
料

申
込
方
法

　
大
会
要
項
に
付
随
す
る
参
加
申

込
書
で
ツ
イ
ン
プ
ラ
ザ
ま
た
は
各

学
校
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

申
込
締
切　
4
月
18
日
（
木
）

※
当
日
申
し
込
み
は
で
き
ま
せ

ん
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課
（
ツ

イ
ン
プ
ラ
ザ
）

　
　
　
　
　
☎
7
6
・
3
1
1
1

日
　
時　
4
月
21
日
（
日
）

　
　
　
　
8
時
30
分
開
会

会
　
場　
総
合
体
育
館

参
加
資
格　
健
康
な
一
般
男
女
で

あ
る
こ
と

申
し
込
み　
事
務
局
に
用
意
し
て

あ
る
申
込
書
を
代
表
者
会
議
に
提

出
し
て
下
さ
い

代
表
者
会
議　
4
月
15
日
（
月
）

総
合
体
育
館
会
議
室
で
行
い
ま
す

問
い
合
わ
せ

　
町
体
協
バ
レ
ー
部
事
務
局
（
吾

妻
東
部
衛
生
セ
ン
タ
ー
内
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
石
関
さ
ん

　
　
　
　
　
☎
7
5
・
2
0
9
9

　
小
学
生
を
対
象
に
剣
道
教
室
の

参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。
希
望
者

は
練
習
日
に
来
場
く
だ
さ
い
。

日
　
時　
毎
週
月
・
木
曜
日

　
　
　
　
19
時
〜
21
時

場
　
所　
総
合
体
育
館　
剣
道
場

費
　
用　
月
1
、
0
0
0
円

問
い
合
わ
せ

　
中
之
条
高
校　
中
澤
光
義
さ
ん

　
　
　
　
　
☎
7
5
・
3
4
5
5

　
経
験
者
教
室
と
初
心
者
教
室
を

同
時
に
開
催
し
ま
す
。

対
　
象　

・
経
験
者
（
以
前
部
活
で
や
っ
て

い
た
が
今
は
中
断
し
て
い
る
人

な
ど
）

・
初
心
者
（
シ
ニ
ア
大
歓
迎
）

日
　
時　
5
月
11
日
〜
11
月
23
日

の
間
の
毎
週
土
曜
日

13
時
30
分
〜
15
時
30
分

場
　
所　
小
原
崎
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

費
　
用　
1
、
0
0
0
円

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
　
　
　
　
☎
7
5
・
1
2
8
4

　
　
　
　
　
　
　
小
渕
光
夫
さ
ん

ス
ポ
ー
ツ

第
27
回

町
民
健
康
マ
ラ
ソ
ン
大
会

第
27
回
親
善
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
リ
ー
グ
戦

少
年
剣
道
教
室

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
教
室

博物館企画展県立土屋文明記念文学館移動展
「夢みる女性誌」
平成25年4月15日（月）～平成25年5月31日（金）

問い合わせ　歴史と民俗の博物館「ミュゼ」　☎75-1922

『それいゆ』No.37
昭和31（1956）年1月5日
ひまわり社

※表紙絵はともに中原淳一が担当

『ジュニアそれいゆ』No.23
昭和33（1958）年9月5日

ひまわり社『女学雑誌』第1号（復刻）
明治18（1885）年7月20日

万春堂

　歴史と民俗の博物館「ミュゼ」では、移動展「夢みる女性誌」を開催します。
　これは平成21年度に群馬県立土屋文明記念文学館が実施した企画展を当館を
会場に行うものです。
　盛りだくさんの雑誌や解説パネルを通して、明治から昭和30年代までの女性
誌の変遷、女性の生き方を学ぶことができる展示内容です。

安心メール配信
「防犯・防災情報」「生活関連情報」を携帯電話等にメール
配信します。下のＱＲ（キューアール）コードを読み込んで
何も入力しない空メールを送り、案内に従って登録してく
ださい。QRコードが読み込めない場合は、ml.town_na
kanojo@e-park.ne.jpにメールを送ってください。

問い合わせ
役場企画政策課　広報係
☎75－8846（直通）
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Information

中之条町ツインプラザ図書館　☎76－3115

ひとことひとこと

【4月のお休み】（図書館）　1日、8日、15日、22日、23日、30日

【一般書】約230冊

【児童書】約110冊

今 月 の 新 着

「妻力貯金」
「生きざま」
「高校入試」
「糸車」
「信念をつらぬく」

横山　光昭
貴乃花光司
湊　かなえ
宇江佐真理
古賀　茂明

「赤毛のアン」
「ぎゅっ！」
「バナナじけん」
「ばけれんぼ」
「告白」

モンゴメリ
柏原　晃夫
高畠　那生
広瀬　克也
小林　深雪

材料

作り方

発酵食のレシピ●12

ふきのとう70g / 味噌100g / くるみ30g / ごま油大1.5 / 砂糖大1 / みりん大３ / 酒大1

ふきみそ

①フライパンにごま油を入れる。
②ふきのとうをすばやくみじん切りにし、すぐに①に入れてよく油
をからめて中火で焦がさないように炒める。

③②にみりん、酒を加えてアルコールを飛ばし、味噌、砂糖を加え
て過熱しながらよく練る。元の味噌と同じくらいの固さになっ
たらみじん切りにしたくるみを加えて混ぜ、火を止める。

④茹でたじゃが芋やこんにゃくに和えてもおいしい。
※3月17日（日）につむじで行われたイベント「ふきのとうの食卓」
で作られたふきみそのレシピです。

み　そ

　絵本を約500冊載せたキャラバンカーが4月17日（水）にやってきま
す。申込不要・入場無料、「おはなし会」も予定しています。
※見学時間は14時30分～15時35分の予定。
　詳しくは図書館内のチラシをご覧ください。

おはなし隊

キャラバンカーが

やってきます！

おはなし隊

キャラバンカーが

やってきます！

おはなし隊

キャラバンカーが

やってきます！
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健 康
HEALTH

診療所だより 健
康
チ
ェ
ッ
ク

4月の当番医

7日㈰
（６４）２１３６
（８２）３９９９

内科

外科
夜間

四万診療所
櫻井医院

28日㈰

（７５）３０５５
（８８）４３２１

内科

外科
夜間

吾妻さくら
草津こまくさ病院

（７５）３０５５吾妻さくら
29日㈷

（７５）２２３０
（９７）３８００

内科

外科
夜間

後藤医院
桜井クリニック

（８３）７１１１西吾妻福祉病院

（６８）２７１１日赤 （６８）２７１１日赤（７５）３０５５吾妻さくら
14日㈰

（６８）２１０３
（９７）３０２０

内科

外科
夜間

加地医院
嬬恋村診療所 21日㈰

（７６）３４３５
（８５）２２５９

内科

外科
夜間

しまだ医院
長野原診療所

4月　六合診療所　外来診療医師

出張診療（括弧内は担当医師）

3日

10日

17日

24日

小　雨（高瀬）

田代原（高瀬）

小　雨（高瀬）

赤　岩（高瀬）

午　前

湯久保（高瀬）

赤　岩（高瀬）

広　池（高瀬）

休み

午　後

月に１度は、保険証の提示をお願いします。
住民健診の結果をお持ちの人は、ご持参ください。

2120
休診休診高瀬山本藤原高瀬午前

休診休診休診休診午後

休診

休診 休診休診

191615 1817

休診午前

午後

藤原

休診休診

3029

2827
休診休診山本藤原高瀬午前

休診休診

休診

休診 休診休診休診午後

262322 2524
高瀬

休診

日土金木水火月

休診午前

休診午後

76

　
洗
顔
は
、
石
け
ん
を
よ
く
泡

立
て
て
や
さ
し
く
洗
い
、
や
さ

し
く
す
す
い
で
石
け
ん
を
よ
く

落
と
し
ま
す
。
清
潔
な
タ
オ
ル

で
顔
を
押
さ
え
る
よ
う
に
し
て

水
気
を
取
り
ま
す
。
ゴ
シ
ゴ
シ

こ
す
っ
た
り
ふ
い
た
り
し
て
は

い
け
ま
せ
ん
。

　
化
粧
品
は
、
ナ
イ
ト
ク
リ
ー

ム
の
よ
う
な
油
分
の
多
い
と
ろ

み
の
あ
る
製
品
は
避
け
ま
す
。

ノ
ン
コ
メ
ド
ジ
ェ
ニ
ッ
ク
と
書

い
て
あ
る
化
粧
水
は
、
に
き
び

が
出
来
に
く
い
の
で
安
心
し
て

使
え
ま
す
。

　

最
後
に
治
療
で
す
が
、
5
年
ほ

ど
前
に
新
し
い
に
き
び
の
治
療
薬

が
登
場
し
ま
し
た
。
に
き
び
の
部

分
だ
け
で
な
く
、
に
き
び
に
な
り

か
け
の
皮
膚
や
治
っ
た
後
の
瘢
痕

に
も
効
果
が
あ
り
ま
す
。
使
い
方

に
少
し
注
意
が
必
要
で
す
の
で
、

に
き
び
で
お
悩
み
の
方
は
、
医
療

機
関
で
よ
く
説
明
を
受
け
て
か
ら

使
用
し
ま
し
ょ
う
。

四
万
へ
き
地
診
療
所
長

　
　
　
　
　
　
　
　

眞
貝
美
由
規

休診高瀬山本藤原高瀬午前

休診休診休診休診午後

休診

休診

休診

休診休診

14131211108 9

休診

休診

5

休診

高瀬

4

休診

山本

3

休診

休診

2

休診

藤原

１

休診

折茂

〈当番医受診上の注意〉
・診療時間は9時から17時です。できるだけ時間内に受診し
 てください。
 それ以外の時間は、休日夜間当番病院で受診してください。
・急患のための当番医制度ですので、緊急患者以外の受診は
 ご遠慮ください。
・在宅待機のため、原則として往診はしません。
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※健康診査と予防接種の日程は、31ページ4月の行事をご覧ください。

相談内容（相談員）
相談ガイド

日　　　時 会　　　場 問い合わせ

中之条町保健センター
（保健環境課健康係）
☎75-8833

中之条町保健センター

健康
相談

法律
相談

毎月の法律相談
（町顧問弁護士） 役場第2会議室

4月11日（木）
13時～17時
（予約制、前日12時までに予約）

人権
相談

前橋地方法務局中之条支局
☎75-3037

前橋地方法務局
中之条支局

毎週木曜日
13時30分～16時
（祝日は除く）

常設人権相談
（人権擁護委員）

町地域包括支援センター
☎75-8835役場住民福祉課4月11日（木）

9時30分～11時、14時～16時

役場総務課法制係
☎75-8803

役場第2会議室
4月15日（月）
13時～15時
※相談は無料で秘密は固く守られます。

行政相談
（行政相談委員）

年金相談 役場住民福祉課国保年金係
☎75-8838役場第3会議室4月10日（水）

9時30分～16時（当日受付順）（社会保険労務士、年金事務所職員）

町社会福祉協議会
☎75-8839役場第2会議室4月1日（月）・15日（月）

13時～15時
心配ごと相談
（民生児童委員、主任児童委員）

介護相談
（地域包括支援センター職員）

地域包括支援センター六合
☎95-5711六合保健センター4月11日（木）

14時～16時

毎週木曜日
9時～11時

健康相談
（保健師、栄養士）

毎週木曜日
13時～16時

母と子の健康相談
（保健師、栄養士）

こころの健康相談
（精神科医師）

吾妻保健福祉事務所
☎75-3303吾妻保健福祉事務所4月12日（金）

14時～（予約制）

郡消費生活センター
（文化会館内）

平日
8時30分～16時

毎日の相談
（消費生活コンサルタント・
消費生活専門相談員）

消費
生活
相談

郡消費生活センター
☎75-1166
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広報等への掲載を
希望しない人は
届け出等の際、窓口で
その旨お話しください。

■人口と世帯（住民基本台帳による）
17，922
8，706
9，216
6，923

人

人

人
世
帯

（　　　　　）

（　　　　　）

（　　　　　）

（ー　　 　 ）

人　口

男

女

世帯数
（　）内　前：前月比　後：前年同月比

平成２5年3月１日現在

窓口窓口

ー78

ー82

4

152

ー20.

ー8.

ー12.

96.

軽 自 動 車 税

国 民 健 康 保 険 税

介 護 保 険 料

後期高齢者医療保険料

上 ・ 下 水 道 料

固 定 資 産 税

町 県 民 税

（普通徴収）

（年金からの特別徴収）

（普通徴収）

（年金からの特別徴収）

（普通徴収）

（年金からの特別徴収）
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年間の納め（25年度）

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

住民福祉課、税務課、会計課の窓口業務は１８：１５まで行っています。なお、取扱いできない業務もありますので、担当課まで問い合わせてくださ
い。
普通徴収とは、納付書または口座振替によって納める方法です。年金からの特別徴収とは、年金より天引きで納める方法です。給与からの特別徴
収とは、給与より天引きで納める方法です。なお、納め方は納税通知書や保険料額決定通知書に記入してあります。詳しくは、税務課まで問い合わ
せください。

※住民基本台帳法の改正に伴い、平成２４年８月１日現在から外国人を含んでいます。

Nk327
長方形

Nk327
長方形

Nk327
テキストボックス
「お誕生欄」は印刷版の広報に掲載しています。

Nk327
テキストボックス
「おくやみ欄」は印刷版の広報に掲載しています。
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月の行事
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（火）

（水）

（木）

（金）

（土）

（日）
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（木）

（金）

（土）

（日）
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（火）

5月1日（水）　文化会館休館日　
※各種相談日の日程は、29ページ相談ガイドをご覧ください。

自動車教習所　　　　　　　　　　　☎７５-２５７０
教習所の休所日休

歴史と民俗の博物館「ミュゼ」　　　　 ☎７５-１９２２
博物館の休館日

休

中之条町文化会館　　　　　　　　　☎７５-５１７４
文化会館の休館日休

休

休

休

休

休

休

休

休 休

◇町へ
・2,000,000円

◇名久田小学校へ
・小麦粉　3kg

◇博物館へ
・褐藻類化石（沢渡層産出）ほか1点

・高橋景作書「上野十二社社名表」
・石鏃（アメリカ式石鏃）　1点

丸山秀雄様・みどり様ご夫妻（伊勢町）

小渕賢一様（平）

唐澤寛様（西中之条）
関孔子様（平）

ウイリアム・スミス様（アメリカ）

ご寄付ありがとうございました

博物館企画展講座「『女学』から『それいゆ』へ」
　　　　　　　 　（13時30分～15時、博物館研修室）
山里テーマパークによる「桃源郷ピクニック」
　　　　　　　（10時30分～、町農業公園（旧薬王園））
吾妻郡がん市民セミナー（14時～16時、東吾妻町中央公民館）

第27回親善バレーボールリーグ戦
（8時30分～、総合体育館）

国道292号（草津・志賀方面）開通（10時～）

国道405号（野反湖方面）開通（10時～）

芝桜まつり（10時～、道の駅霊山たけやま）

予防接種（三種混合追加）（受付：12時50分～13時20分）
予防接種（日本脳炎1期）（受付：13時30分～14時）

12～13か月児相談（受付：13時15分～13時45分）

公共料金納期限
予防接種（ポリオ）（受付：12時50分～13時20分）
予防接種（麻しん・風しん混合2期）（受付：13時30分～14時）

予防接種（日本脳炎1期）（受付：12時50分～13時20分）
予防接種（小児肺炎球菌）（受付：13時30分～14時）

公共料金納期限（3月分）
暮坂高原「花楽の里」営業再開
大塚獅子舞（吾妻神社）
高津太々神楽（吾妻神社）

管内保育所入所式
伊勢町太々神楽（伊勢町伊勢宮）
予防接種（ヒブ）（受付：13時10分～13時40分）

管内幼稚園入園式
予防接種（日本脳炎1期）（受付：12時20分～12時50分）
予防接種（小児肺炎球菌）（受付：13時～13時30分）

六合日影獅子舞（日影地区）

春の交通安全運動（～15日）

管内小学校・中学校入学式

住民福祉課日曜開庁（8時30分～12時30分）
※日曜開庁は今回が最後で、5月以降は実施しません
蟻川太々神楽（蟻川熊野神社）
山田獅子舞・山田太々神楽（吾嬬神社）

安市

六合こども園入園式

昭和の日
第27回町民健康マラソン（9時スタート、総合運動場）
反下獅子舞（反下諏訪神社）
上折田獅子舞（成田不動尊）

下沢渡太々神楽（下沢渡諏訪神社）
高津太々神楽（石食稲荷）

予防接種（ヒブ）（受付：13時～13時30分）

1歳6か月児健診（受付：13時10分～13時20分）
3歳児健診（受付：13時20分～13時45分）

予防接種（四種混合）（受付：12時50分～13時20分）
予防接種（日本脳炎1期）（受付：13時30分～14時）

両親学級（受付：9時15分～9時30分）

休

休

休

休

休

休
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生きがいづくりで健康づくり
趣味 昧
～300サークルから3つの趣味を～

Tastes from300circles 問い合わせ　ツインプラザ内生涯学習課　社会教育係　☎７６ー３１１１

■ 『なかのじょう山里テーマパーク部会』

「新しくサークルを始めたい」
「会員を増やしたい」
そんなときは気軽に連絡ください

掲載希望団体
★随時募集中

さ　とう せん　じ

から　さわ なお　 こ

「なかのじょう　花百景」募集中

林
昌
寺
の
シ
ダ
レ
ザ
ク
ラ

　
中
之
条
町
の
花
の
見
ご
ろ
を
紹
介

し
て
い
き
ま
す
。

　町では「なかのじょう　花百景」を編纂するため、皆さんから花の名所の情報を募集していま
す。また「花の写真コンクール」を開催します。写真コンクールでは表彰を行い副賞も準備しま
す。詳細は役場観光商工課（☎26・7727）へ問い合わせください。

　
大
字
伊
勢
町
に
あ
る
林
昌
寺
。
そ
の
境
内
の

観
音
堂
と
鐘
楼
の
間
に
こ
の
シ
ダ
レ
ザ
ク
ラ
は

あ
り
ま
す
。
目
通
り
3
・
8
メ
ー
ト
ル
、
樹
高

16
メ
ー
ト
ル
の
古
木
は
、
毎
年
見
事
な
花
を
咲

か
せ
名
所
と
な
っ
て
お
り
、
町
の
天
然
記
念
物

に
も
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

□代 表 者：佐藤仙治
□事 務 局：中之条町役場内　唐澤直子　☎26-7727
□活動日時：毎月1回定例会議（19:00～21:00）
　　　　　　月に1～2回イベントやワークショップを開催
□活動場所：伊参・寺社原地区の田畑、ふるさと交流センターつむじ、伊参スタジオ公園など町内全体
□会 員 数：24名
□Ｐ　　Ｒ：　山里テーマパーク部会では、中之条町にもともと存在する資源を活用し、また昔から伝わる風習や伝統を
守り、山里の良さを内外部に発信してきました。
　活動の柱は、山里の景観や自然環境を生かしたワークショップやイベントの開催、また山里テーマパーク部会の部会
員の家で行う田舎体験への受入れです。昆虫観察会、小正月飾りのまゆ玉つくり等のワークショップに講師を招いたり、
部会員が講師になったりして実施しています。
またイベントとして、イナゴを田んぼで捕ま
え、その数やジャンプした距離を競う「イナ
ゴンピック」、道の駅霊山たけやまを舞台に
行うイルミネーション等を行ってきました。
　農村の昔ながらの暮らしに興味のある方、
町おこしをやってみたいという方、ぜひお気
軽にご参加下さい。
　春からはお米作りやハロウィン飾り用のカ
ボチャの栽培を開始します。こちらのお手伝
いをして頂ける応援隊の方も募集いたします。
　ご興味のある方は事務局までご連絡下さい。
楽しい仲間がお待ちしております。

No.88

見やすいユニバーサルデザイン
フォントを採用しています。




